
新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい

分
わ
かりやすい文

ぶ ん
章
しょう
の書

か
き方

か た
から、学

が く
術
じゅつ
論
ろ ん
文
ぶ ん
を書

か
くまでをステップで

『これから研
け ん
究
きゅう
を書

か
くひとのためのガイドブック』
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本
ほん

書
しょ

は、日
に
本
ほん

の大
だい

学
がく

や大
だい

学
がく

院
いん

で研
けん

究
きゅう

をする人
ひと

、

研
けん

究
きゅう

をする人
ひと

を育
そだ

てる人
ひと

のために書
か
かれたもの

です。本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

は、第
だい

一
いち

部
ぶ
の「文

ぶん
章
しょう

編
へん

」と、

第
だい

二
に
部
ぶ
の「論

ろん
文
ぶん

編
へん

」からなっています。「文
ぶん

章
しょう

編
へん

」

では、分
わ
かりやすい文

ぶん
章
しょう
・学

がく
術
じゅつ

的
てき

文
ぶん

章
しょう

の書
か
き方

かた

についての基
き
礎
そ
的
てき

なスキルが紹
しょう

介
かい

されています。

「論
ろん

文
ぶん

編
へん

」は、より専
せん

門
もん

的
てき

な領
りょう

域
いき

として、文
ぶん

献
けん

研
けん

究
きゅう

と実
じっ

証
しょう

研
けん

究
きゅう

の二
ふた

つを取
と
り上

あ
げ、学

がく
術
じゅつ

論
ろん

文
ぶん

を書
か
く

ための共
きょう

通
つう

のステップとそれぞれの研
けん

究
きゅう

に

必
ひつ

要
よう

な要
よう

素
そ
が丁

てい
寧
ねい

に紹
しょう

介
かい

されています。

本
ほん

書
しょ

の特
とく

徴
ちょう

は、「文
ぶん

章
しょう

編
へん

」と「論
ろん

文
ぶん

編
へん

」が

それぞれ15週
しゅう

間
かん

（半
はん

期
き
）の授

じゅ
業
ぎょう

で使
つか

えるように

してある点
てん

です。各
かく

章
しょう

の構
こう

成
せい

は、次
つぎ

のように

なっています。

「導
どう

入
にゅう

」：その章
しょう

で学
まな

ぶ主
しゅ

要
よう

な内
ない

容
よう

がクイズ

形
けい

式
しき

で出
しゅつ

題
だい

されています。

「練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

」：学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

の理
り
解
かい

を確
かく

認
にん

する

ための練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

です。

「アクティビティ」：学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベルや、書
か
く

目
もく

的
てき

に応
おう

じて選
せん

択
たく

できるように、複
ふく

数
すう

の活
かつ

動
どう

が提
てい

示
じ
されています。

「チェック・リスト」：その章
しょう

で学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

が自
じ
分
ぶん

の文
ぶん

章
しょう

に反
はん

映
えい

されているかどうかを

自
じ
己
こ
点
てん

検
けん

することができます。

上
じょう

記
き
の「アクティビティ」では、例

たと
えば、

学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

を踏
ふ
まえて自

じ
分
ぶん

の文
ぶん

章
しょう

を

実
じっ

際
さい

に直
なお

してみるセルフ活
かつ

動
どう

や、友
とも

達
だち

と交
こう

換
かん

して修
しゅう

正
せい

するピア活
かつ

動
どう

、さらに、

新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し
など実

じっ
際
さい

の文
ぶん

章
しょう

を通
とお

して

学
がく

習
しゅう

を発
はっ

展
てん

させる活
かつ

動
どう

などが挙
あ
げ

られています。また、付
ふ
属
ぞく

CD-ROM

には、各
かく

コーナーの解
かい

答
とう

と解
かい

説
せつ

、「追
つい

加
か

アクティビティ」や「配
はい

布
ふ
資
し
料
りょう

」などが掲
けい

載
さい

されており、自
じ
習
しゅう

用
よう

としても活
かつ

用
よう

できます。

本
ほん

書
しょ

はひろく

日
に
本
ほん

語
ご
の「書

か
く

こと」の指
し
導
どう

の

場
ば
にも活

かつ
用
よう

できる

でしょう。文
ぶん

章
しょう

編
へん

の「一
いち

文
ぶん

一
いち

義
ぎ
で書

か
く」や「マップを作

つく
って書

か
く」

「パラグラフを作
つく

る」「主
しゅ

張
ちょう

を根
こん

拠
きょ

で支
ささ

える」

「論
ろん

点
てん

を整
せい

理
り
する」などは、大

だい
学
がく

のレポートなど

学
がく

術
じゅつ

的
てき

な文
ぶん

章
しょう

を書
か
くための入

にゅう
門
もん

的
てき

なスキルで

もあります。
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読
ど っ
解
か い
素
そ
材
ざ い
の魅

み
力
りょく
を重

じゅう
視
し
した教

きょう
材
ざ い

『上
じょう
級
きゅう
学
が く
習
しゅう
者
し ゃ
向

む
け日

に
本
ほ ん
語

ご
教
きょう
材
ざ い
日

に
本
ほ ん
文
ぶ ん
化

か
を読

よ
む』
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）京

きょう
都
と
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
センター　西

にし
原
はら
純
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子
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井
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上
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真
ま
理
り
、吉

よし
田
だ
道
みち
子
こ

株
かぶ
式
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会
がい
社
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アルク

（〒168-8611 東
とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ
並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12）

TEL.03-3323-5514 FAX.03-3323-2021

URL. http://www.alc.co.jp/ 2008年
ねん
10月

がつ

978-4-7574-1473-0 B5判
はん
、148頁

ぺーじ

2,520円
えん

6

54

3

2

1

「日
に
本
ほん

語
ご
をさらに上

じょう
達
たつ

させるためにはどう

したらいいですか。」

「文
ぶん

章
しょう

をたくさん読
よ
むといいです。」

「では、どんな文
ぶん

章
しょう

を読
よ
んだらいいでしょうか。」

「そうですね…」

と言
い
いかけて困

こま
ってしまうことが多

おお
いですね。

皆
みな

さんも、日
に
本
ほん

の本
ほん

が手
て
に入

はい
りにくかったり、

たくさんの本
ほん

がある中
なか

から何
なに

を読
よ
んでいいのか

わからなかったりすることがありませんか。

この教
きょう

科
か
書
しょ

は、読
どっ

解
かい

から読
どく

書
しょ

へ導
みちび

くひとつの

指
し
針
しん

を与
あた

えてくれるかもしれません。

収
しゅう

録
ろく

されている文
ぶん

章
しょう

は評
ひょう

論
ろん

家
か
、小

しょう
説
せつ

家
か
、

学
がく

者
しゃ

によるものであり、18編
へん

中
ちゅう

、評
ひょう

論
ろん

が8編
へん

、

エッセイが5編
へん

、文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん

が5編
へん

あります。

「よい文
ぶん

章
しょう

」といっても、人
ひと

によって感
かん
じ方

かた
も異

こと
なり、

定
てい

義
ぎ
するのは難

むずか
しいかもしれません。しかし、

ここに収
おさ

められているものはいずれも一
いっ

定
てい

レベルの質
しつ

を持
も
った作

さく
品
ひん

と言
い
っていいでしょう。

各
かく

編
へん

は、現
げん

在
ざい

の文
ぶん

芸
げい

作
さく

品
ひん

の多
おお

くがそうで

あるように、たて書
が
きで印

いん
刷
さつ

され、本
ほん

文
ぶん

の下
した

の

欄
らん

には、内
ない

容
よう

に関
かん

する注
ちゅう

、問
と
い、まとめの問

もん
題
だい

が

載
の
っています（別

べっ
冊
さつ

解
かい

答
とう

付
つき

）。本
ほん

文
ぶん

の最
さい

後
ご
には

出
しゅっ

典
てん

と著
ちょ

者
しゃ

紹
しょう

介
かい

も掲
けい

載
さい

されています。

また、読
よ
み上

あ
げ音

おん
声
せい

が収
しゅう

録
ろく

されたCDと本
ほん

文
ぶん

の

語
ご
彙
い
リスト（英

えい
・中

ちゅう
・韓

かん
国
こく

語
ご
訳
やく

）が付
ふ
録
ろく

として付
つ
いて

います。

日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

を超
こ
えて、日

に
本
ほん

語
ご
の文

ぶん
章
しょう

を味
あじ

わい、

読
どく

書
しょ

を広
ひろ

げていくきっかけになることでしょう。

本
ほん

書
しょ

は、質
しつ

の高
たか

い文
ぶん

章
しょう

を提
てい

供
きょう

することに主
しゅ

眼
がん
を

置
お
いた教

きょう
科
か
書
しょ

で

あ る た め か 、

読
よ
む前

まえ
や読

よ
んだ後

あと

の活
かつ

動
どう

は含
ふく

まれて

おらず、必
ひつ

要
よう

に

応
おう

じ て 教
きょう

師
し

が

作
さく

成
せい

していかなければなりませんが、それも

教
きょう

師
し
の楽

たの
しみといえないでしょうか。

P.11～13は日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター・関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センターの以
い
下
か
の専

せん
任
にん

講
こう

師
し
・専

せん
門
もん

員
いん

が図
と
書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん
して紹

しょう
介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

熊
くま

野
の
七
なな

絵
え
、八

はっ
田
た
直
なお

美
み
、三

み
原
はら

龍
りゅう

志
し
、生

いく
田
た

守
まもる

、金
きむ

孝
ひょ

卿
ぎょん

（執
しっ

筆
ぴつ

順
じゅん

）

P.9 P.8

P.19P.14


